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三側面
SDGsに関する重点的な取組み

指標
（更新時に向けた数値目標）（分野に☑）

事業者名 株式会社ツカサ創研

＜2030年のSDGs達成に向けた経営方針と目指す姿＞

「お客様よし、社員よし、会社よし」の三方よしの経営理念のもと、お客様満足度向上、また社員教育に努
め、健全な会社経営を行い環境保全・社会活動に邁進して参ります。

＜SDGsに関する重点的な取組み及び指標＞

更新

・「SDGsに関する重点的な取組み」には環境・社会・経済の三側面の全てについて、重点的な取組みを記載してください。なお、取組みが複数の分
野に該当する場合は、それぞれの分野にチェックを入れてください。
・「指標（更新時に向けた数値目標）」には、それぞれの取組みに対する「目指す姿」の実現を念頭に、更新時までの数値目標を記載してください。
・「パートナーシップ」には、企業やNPO法人、行政など関係機関との連携を記載してください。

熊本銀行（SDGｓ私募債の発行）、肥後銀行（SDGs私募債の発行）

環境
CO²削減のため、できる限りゴミ排出を抑え、廃材のリメ
イク・リサイクルを実施する。

材料購入量
２０２６年目標：材料購入量20％削
減
（対２０２３年度比）

社会

経済

お客様よし、社員よし、会社よしの三方よしを実施してお
り、さらに未来よしを推進する。

売上高
２０２６年売上目標　２０％UP
（対２０２３年比）

社会

経済

環境
時間外労働の削減による健康増進と地域社会への貢献を
推進する。

社員一人当たり月時間外労働
２０２3年35時間→２０26年20時
間

社会

経済

＜SDGsに関するこれまでの重点的な取組み及び指標に係る進捗状況＞
三側面

取組みの状況 前期の指標 実績
（分野に☑）

環境 ・CO²削減のため、できる限りゴミ排出を抑え、廃
材のリメイク・リサイクルを実施する。
システム部材の老朽化に伴い,令和2年度に買替
を予定していたが、コロナ禍での売上低迷により
見送りしていた分を令和5年度にて購入したた
め、一時的に購入量が増え、目標は未達だった。

２０３０年目標：材料購
入量30％削減
2024年目標：材料購
入量10％削減

2023年　材料費購
入量50％UP

社会

経済

環境
・お客様よし、社員よし、会社よしの三方よしを実
施しており、さらに未来よしを推進する。
コロナ禍からの脱却により、当業界も順調に売上
が回復し、また、社内改革により、より利益確保が
できる体制になり、目標は達成できた。

2023年売上目標
20％UP

2023年売上
111.2％UP

社会

経済

・「取組みの状況」には、前回登録申請した際の重点的な取組みの実施状況や指標の達成状況を記載してください。指標が未達成の場合は、その理
由等も記載してください。

環境
コロナ禍からの脱却により、当社も順調に売上が
回復傾向にあり、増員計画が追い付かず時間外労
働が増えてしまった。

社員一人当たり月時
間外労働
2020 年 25 時間/
月
⇒　2024 年 20 時
間/月

2023年35時間／月社会

経済


